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V H L ペプチ ドを導入した神経幹細胞を用いた

急性杏髄損傷モデルラットの脊髄再生
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要 旨 :近年の幹細胞を用いた生物学の進歩はめざましく, 中枢神経損傷の再生への新たな治療法ヘ

目が向けられるようになった。我々はがん抑制遺伝子であるvOn H ゃpCl LIlldau (V IIL) タンパクに注

目し,すでに adcn研血s vcctors を用いた神経幹細胞への遺伝子導入では神経細胞への分化に有用であ

ることを証明している。しかしながらこのようなウイルスベクターを用いた遺伝子導入では,安全性,

導入効率などを含めて将来の臨床応用には問題がある。そこで, V IIL 遺伝子の生理活性部位をペプ

チ ドとして作成し, 膜貫通能力のある膜貫通タンパク (Pr欲血 Tl・aIIsducto■dom aln (□D )) を結合さ

せて用いることとした。そして, そのペプチ ドを神経幹細胞に導入しその分化効率を確かめるととも

に,急性脊髄損傷ラットに移植し,運動機能評価を行った. In vi仕0 では蛍光免疫染色,w cstcm  blotttg

にて V IIL ペプチ ドを導入しない神経幹細胞群に対 して v IL ペプチ ド導入神経幹細胞群が有意に高

い分化効率を示した. 血 Irl170 でもV IIL ペプチ ドを導入した神経幹細胞を移植した群では v IL ペプ

チ ドを導入していない神経幹細施を用いた群と比較して行動学的評価で有意に運動能力が改善した。

V IIL ペプチ ドは神経幹細胞から神経細胞への分化を誘導し, 脊髄再生に有用であるとともに, H D

は細胞への導入の手段として安全であり, 有効である.
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